
データから見る長野県観光の現状と課題 【観光消費額】
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ビジネス・宿泊 153

日本人 7,581億円

+506億円

外国人 565億円

+321億円

（凡例）破線囲みは2018年の消費額の増減数、矢印は2016年→2018年の増減傾向

県外・観光・日帰り 2,987 +1,200

（来訪者数）
（万人）

（消費単価）
（円）

県外・観光・宿泊 2,788 ▲249

県外・ビジネス・宿泊 765 + 72

県内・観光・日帰り 518 ▲299

県内・観光・宿泊 280 ▲247

観光・宿泊 411 + 247

+ 74

（消費額（億円））

【属性別の消費額・構成要素の増減】
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【観光消費額の年別・属性別推移】
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【主な属性の来訪者数と消費単価の相関図（３か年の推移）】
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• ２０１８年の本県の観光消費額は８，１４６億円と、２０１６年（しあわせ信州創造プラン２．０における基
準年）に比べ、８２６億円の増加。

• このうち、日本人の観光消費額は同比で５０６億円の増加。内訳をみると、消費額の大きな割合を占め
る県外の日帰り観光客が、来訪者の増により消費額が増加した一方で、県外宿泊客は消費単価の減
により、また、県内客は日帰り、宿泊とも来訪者、消費単価の減により、それぞれ消費額が減少。

• 外国人の観光消費額は同比で３２１億円の増加。消費額全体に占める割合は７％程度と低いものの、
来訪者、消費単価ともに増加。
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